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研究成果の概要（和文）：従来、小児期の発達性協調運動障害（DCD）は青年期・成人でも50-70%と高い頻度で残存し
、学業や就業選択、生産性に影響、うつなど精神障害、生活習慣病につながる。発達障害当事者へのアンケート調査を
行い、データベース構築に寄与すべく課題を抽出した。国際共同研究によりAdult Developmental Co-ordination Diso
rders/Dyspraxia Checklist日本語版の開発を行った。成人360名による予備的検討の結果、内的信頼性は0.924と非常
に高く有用性が示された。その他、DCDの評価や支援方法の開発、他の神経発達障害との関連について詳細な臨床研究
を行った。

研究成果の概要（英文）：We developed the Japanese version of the ADC (ADC-J) with international 
collaborative study. The questionnaire was translated according to the guidelines for cross-cultural 
translations of instruments. The adapted ADC-J has been administered to Japanese adults, as the pretest. 
Data were collected from the 360 Japanese adults. Cronbach’s coefficient alpha was calculated for total 
and each of the three ADC subscales, and these are enough high as the original ADC, total 0.924, Subscale 
A 0.813, Subscale B 0.814, and Subscale C 0.886, respectively. The Japanese version of the ADC is 
expected to be a useful screening instrument to identify and assess motor coordination difficulties of 
adults in Japan, and it enables the cross-cultural comparison. We also have conducted many clinical 
studies about the relationship between DCD and other neurodevelopmental disorders.
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１． 研究開始当初の背景 
 
 申請者はこれまでに、平成 19年度 文部科
学省「子どものこころの成長に関する基盤整
備事業」により「発達障害者に対するトラン
ジション・リエゾン支援研究グループ」とし
て連携・協働研究体制を構築し、平成 20〜22
年度日本学生支援機構「障害学生受入促進研
究委託事業」、平成 22年度「北陸地区国立大
学学術研究連携支援」により、発達障害のあ
る青年期・成人期の支援について様々な取り
組みやモデルの提唱などを行なってきた。 
 一方、これらの取り組みを通じて、青年
期・成人期の発達障害当事者の様々な生活場
面での一番の「困り感」は身体感覚の独特の
認知の仕方を含めた、様々な環境の中での感
覚過敏・鈍麻など感覚の問題や、いわゆる「不
器用」と呼ばれる「協調 Coordination」の稚
拙さなど、身体機能の調整障害からくる「生
活障害」であることに気付かされた。 
 実際、発達障害に「感覚障害」)や「不器用」
など身体機能障害を伴う事が多い。しかし、
支援の現場では「協調」が視知覚・触覚・固
有覚・位置覚など「身体感覚」の入力から、
その出力である運動制御の「統合脳機能」で
あるという認知はまだまだ低い。社会性も協
調も自己を基準に他者や周囲の環境を認識
するというプロセスが必要で、両者に共通の
「身体化による認知 embodied cognition」と
いう神経基盤の存在が示唆されている 
(Haswell C, et al. 2009, Linkenauger SA, et 
al. 2012, Vakalopoulos C. 2012)。また、最新
の当事者研究からも、感覚運動レベルの「情
報のまとめあげ困難」が根底にある特性であ
り、これら、また、そこから生じる「不安」
などが、ある条件で「社会性の障害」という
形で記述されるという可能性が示唆されて
いる（綾屋,熊谷 2008, 2010）。 
 更に、我が国では、これら「感覚」や「協
調」の国際的な尺度はほとんど存在しなかっ
たが、青年期・成人用感覚プロファイルは現
在標準化作業が進められている。一方、「協
調」については申請者がこれまでに複数の国
際共同研究により国際ガイドラインで推奨
される小児期の世界標準的アセスメントツ
ールの日本語版の開発を行なってきた。小児
期の「協調」の問題は 70~80%と、従来考え
られていたよりもはるかに高い頻度で青年
期・成人になっても残存し、自尊感情の低下、
社会参加、職業選択にも影響し、うつ病など
精神障害、肥満や糖尿病、高血圧、心血管障
害など生活習慣病につながることが明らか
である。世界的にも青年期・成人の協調の問
題を評価する尺度が存在しなかったが、2010
年 英 国 Kirby ら に よ り 、 Adult 
Developmental Co-ordination Disorders/ 
Dyspraxia Checklist (ADC)が開発された。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、神経発達障害はいわゆる「不器
用」と呼ばれる「協調」の稚拙さや、感覚の
問題など「身体機能の調整障害」による「生
活障害」であるという最新の脳科学や「当事
者研究」の知見に基づいた観点から青年期・
成人のこれらの問題について明らかにし、包
括的な支援・指導による当事者の社会参加を

目指す事を目的とする。発達障害当事者から
のアンケート調査から、支援者はもとより当
事者自身が気づかなかった「困り感」を把握
するとともに、未だ確立されていない、我が
国における青年期・成人期の「協調運動」の
国際的評価尺度の開発を行う。 
 
３．研究の方法 
A) 発達障害当事者に対するアンケート調査 
 研究代表者、連携研究者が、発達障害当事
者とその家族らと設立し、様々な活動を理事
として行なっている特定非営利活動（NPO）
法人のメンバーの協力により、「不器用さ」
「協調」の稚拙さ、感覚の問題についてアン
ケート調査を行った。個人が特定されない無
記名の調査票とし、自由記載の形式とした。 
B) ADC日本語版の開発 
 ADC は青年・成人期における様々な「不
器用」「協調」の問題を系統的・客観的に捉
えるアセスメントツールで、小児期の回顧
（10項目）、現在の状況（10項目）、QOLや
社会参加など（20項目）の３つのサブスケー
ルから構成されている。文化適応は、国際的
ガイドライン(Beaton DE, 2000)に則り作成
する。 
C) 協調運動など身体性と神経発達障害との
関連についての検討と介入方法の開発研究 
 協調運動など身体性と ASD における社会
コミュニケーション、ADHDにおける実行機
能などとの関連について検討を行った。一方、
我が国における DCD への介入に関する実践
報告はほとんどなく、どのように介入・指導
していくかについても未だ手探りの状況で
ある。そこで、DCDを併存するASDに対し、
療育方法の開発検討を試みた。 
 
４．研究成果 
A) 発達障害当事者に対するアンケート調査 
 得られた自由記述からテキストデータマ
イニング等の手法も用いて検討した結果、
ADC や感覚プロファイル日本語版の質問項目
が多く含まれており、更に、協調運動に関す
る特徴は、2013 年に公表された DSM-5 におけ
るDCDの診断基準や診断的特徴に記載されて
いる項目が多く認められ、ADC 日本語版開発
の必要度が再確認された。なお、乳幼児から
青年期・成人までを含むアンケート調査の結
果は『そだちの科学』特集「そだちからみた
おとなの発達障害」において公表した。 
B)  ADC 日本語版の開発と心理測定特性の
検討 
 作成したADC日本語版を用いて 360 名の
成人を対象にプリテストを行った。結果、内
的信頼性について、Cronbach のα係数は合
計スコアが 0.924, Subscale A が 0.813, 
Subscale Bが 0.814, Subscale Cが 0.886と
非常に高く、また、成人における総スコア、
サブスケールのスコアは、オリジナルの英国
とのデータとほぼ同等であった。 
 同時に行った、成人用 ADHD の評価尺度
である  Adult ADHD Self-Report Scale 
(ASRS-v1.1)日本語版と ADC 日本語版との
関連について検討したところ、男女とも、総
スコア、下位尺度ともよく相関し、我々のこ
れまでの小児での検討（Nakai A, et al. 
2011）と同様に、協調と実行機能・報酬系・



時間処理との関連は成人においても認めら
れることが明らかとなった。これらの成果は
国内外の学会にて発表を行なった。 
C) 協調運動など身体性と神経発達障害との
関連についての検討と介入方法の開発研究 
 日本人高機能 PDD 男児において、約４
０％に不器用さを認めた。ADI-R日本語版の
コミュニケーションと粗大運動・微細運動の
の相関を認めた。また、ASD における ASD
特性と協調、ADHD特性について検討した結
果、ASD と DCD が相関、ADHD 特性と微
細運動や全般的協調に相関がみられた。ASD
と DCDの関連については、ASD特性と手先
の巧緻性・微細運動の程度が相関することが
明らかとなった。本成果は国内・国際雑誌に
掲載された。また、DCDを併存する ASDに
対し、認知指向型・家族参加型のグループリ
ハビリテーションを行ったところ、少数例で
の検討であるが、子ども自身のみならず、家
族に対しても一定の効果を得ることができ
た。本成果は専門学会誌に掲載され、平成 27
年度奨励賞を受賞した。 
 DSM-5 の ASD の診断基準には感覚の問題に
ついて追記され、また、ASD と DCD の併存が
認められるなど、今後、神経発達障害の診
療・支援や研究には身体機能の問題の評価と
それらに基づいた治療・療育・教育などの支
援や研究対象の選択などがますます重要と
なる。 
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身体性からみた子どもの脳とこころの発達
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第 57 回日本小児神経学会 2015 年 5月大阪 
41）田島世貴、中井昭夫、豊浦麻記子、尾張
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ドライン」pp.290-296.金子書房、東京（2014） 
３）中井昭夫 
「子どものトラウマへの予防と治療として
のペアレントトレーニング」 
「子どもの PTSD：診断と治療」pp.215-224 
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